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「
朗
詠
江
註
」

の
発
端

佐
藤

道
生

は
じ
め
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
そ
の
内
容
の
豊
か
さ
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
撰
者
藤
原
公
任
の
知
識
人
と
し
て
の
権
威
も
与
っ
て
、
そ
の
成
立
直
後
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か
ら
大
い
に
流
布
し
た
。
そ
の
盛
行
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
『
和
漢
朗
詠
集
」
の
多
種
多
様
な
註
釈
書
、
所
謂
朗
詠
註
の
存
在
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
朗
詠
註
と
相
ま
っ
て
後
代
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
文
学
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
朗
詠
註
を
通
し
て
み

た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
文
学
的
世
界
に
は
汲
め
ど
尽
き
せ
ぬ
魅
力
が
あ
る
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

数
多
あ
る
朗
詠
註
の
中
で
、
そ
の
最
初
に
位
置
す
る
の
が
大
江
匡
房
（
一

O
四一

l

一
一
一
一
）
に
よ
る
「
朗
詠
江
註
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
書
籍
の
形
態
を
取
ら
ず
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
写
本
に
書
入
れ
の
か
た
ち
で
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
「
朗
詠
江
註
」
書
入
れ
の
存
す
る
暦
応

二
年
（
一
三
三
九
）
藤
原
師
英
書
写
本
を
取
り
上
げ
、
主
と
し
て
そ
の
詩
題
・
文
題
注
記
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
江
匡
房
に
よ
る

『
和
漢
朗
詠
集
』
研
究
の
始
発
点
を
瞥
見
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(228) 
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暦
応
二
年
書
写
本
に
は
、
詳
密
に
施
さ
れ
た
訓
点
を
除
け
ば
（
こ
「
朗
詠
江
註
」
、
合
乙
集
付
け
（
出
典
注
記
）
、
（
三
）
詩
題
・
文
題
、

（
四
）
裏
書
と
い
っ
た
凡
そ
四
種
類
の
書
入
れ
が
見
出
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
本
は
転
写
を
経
て
い
る
の
で
、
書
入
れ
と
言
っ
て
も
、
全
て

本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
（
一
）
「
朗
詠
江
註
」
は
本
文
の
行
間
・
欄
上
な
ど
の
余
白
に
小
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
（
二
）
欄
上
の
集
付

け
は
、
「
万
」
（
『
万
葉
集
』
）
、
「
古
」
（
『
古
今
和
歌
集
」
）
、
「
拾
」
（
『
拾
遺
和
歌
集
』
）
、
「
千
」
（
『
千
載
佳
匂
』
）
な
ど
と
略
記
さ
れ
る
。
『
千
載

住
句
」
に
つ
い
て
は
小
字
で
「
春
興
」
「
晩
夏
」
な
ど
の
部
門
名
も
記
さ
れ
る
。
稀
に
「
五
圭
一
口
」
と
詩
体
を
記
す
こ
と
も
あ
る
。
（
三
）
詩

題
・
文
題
を
書
入
れ
と
見
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
少
し
ば
か
り
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
成
立
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど

-46-

隔
た
ら
な
い
平
安
中
期
の
写
本
が
複
数
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
書
式
は
主
題
（
朗
詠
題
）
に
し
た
が
っ
て
摘
句
を
置
き
、
そ
の
下
に
小

字
で
作
者
名
を
記
す
だ
け
の
、
至
っ
て
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
撰
者
藤
原
公
任
の
採
用
し
た
書
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
本
で
は

摘
匂
の
殆
ど
全
て
に
詩
題
・
文
題
が
作
者
名
と
並
ん
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
題
・
文
題
が
公
任
以
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。
（
四
）
裏
書
は
「
朗
詠
江
註
」
と
は
異
な
る
書
入
れ
で
あ
り
、
内
容
は
詩
語
の
典
拠
・
用
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主

眼
を
置
い
た
註
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
（
以
o

こ
れ
ら
の
中
、
裏
書
を
除
く
三
種
の
書
入
れ
は
何
れ
も
医
房
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
朗
詠
江
註
」
が
匡
房

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
藤
原
師
英
の
書
写
奥
書
に
「
朱
墨
井
び
に
勘
物
等
を
付
け
了
ん
ぬ
」
と
あ
り
、
こ
の
「
勘

物
」
が
本
奥
書
に
言
う
「
故
大
府
卿
、
匡
時
朝
臣
の
為
め
に
勘
付
せ
ら
る
る
の
文
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
朗
詠
江
註
」
は
匡

房
が
二
男
匡
時
（
後
の
維
順
）

の
た
め
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

一
方
、
集
付
け
と
詩
題
‘
・
文
題
注
記
と
は
、
『
今
鏡
』
（
も
み



じ
の
み
か
り
）
に
見
え
る
、
白
河
天
皇
が
匡
房
に
下
命
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
摘
匂
の
全
文
を
集
め
さ
せ
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
。

又
か
ら
く
に
の
歌
を
も
も
て
あ
そ
ば
せ
給
へ
り
。
朗
詠
集
に
入
り
た
る
詩
の
の
こ
り
の
句
を
、
四
韻
な
が
ら
た
づ
ね
具
せ
さ
せ
給
ふ
こ

と
も
お
ぼ
し
め
し
よ
り
て
、
匡
房
の
中
納
言
な
む
集
め
ら
れ
侍
り
け
る
。

「
詩
の
の
こ
り
の
句
を
、
四
韻
な
が
ら
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
律
詩
の
摘
句
に
限
っ
て
全
文
を
集
め
さ
せ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
が
、

そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
詩
体
に
関
わ
り
な
く
摘
句
全
て
に
わ
た
っ
て
探
索
さ
せ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
命
を
受
け
た
匡
房
は
諸
書
を

尋
ね
て
摘
句
の
全
文
を
集
め
、
浄
書
し
て
天
皇
に
奉
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
そ
の
書
は
現
存
し
な
い
）
。
詩
題
・
文
題
と
出
典
注
記
と
は
そ

の
と
思
わ
れ
る
。

守－A守

の
作
業
の
過
程
に
お
い
て
判
明
し
た
言
わ
ば
副
産
物
で
あ
り
、
匡
房
は
そ
れ
ら
を
自
ら
所
持
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
写
本
に
書
き
入
れ
た
も

こ
の
よ
う
に
匡
房
に
よ
る
書
入
れ
の
中
、
「
朗
詠
江
註
」
は
匡
房
が
息
子
の
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
集
付
け
と
詩
題
・
丈
題
注
記

と
は
、
匡
房
が
白
河
の
下
命
に
よ
っ
て
摘
句
の
全
文
を
探
す
過
程
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
入
れ
の
時
期
が
異
な
る
こ
と
は
注
意
す
べ

き
点
で
あ
る
。

次
に
、
集
付
け
、
詩
題
・
文
題
注
記
の
書
入
れ
作
業
の
実
態
を
更
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
匡
房
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん

(226) 

で
摘
句
の
全
文
を
探
し
出
し
た
の
か
を
推
測
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
書
中
最
多
の
入
集
を
果
た
し
て
い
る
白
居
易



『
和
漢
朗
詠
集
」
に
収
め
る
白
居
易
（
作
者
注
記
に
「
白
」
と
あ
る
）

(225) 

の
摘
句
を
狙
上
に
上
せ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

の
摘
句
を
朗
詠
題
と
作
品
番
号
（
新
潮
古
典
集
成
『
和
漢
朗
詠
集
』

に
拠
る
）
と
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
括
弧
内
に
は
『
白
氏
文
集
』
（
那
波
本
）
の
巻
次
を
漢
数
字
で
、
作
品
番
号
を
算
用
数

字
で
示
し
た
。
「
×
」
は
『
白
氏
文
集
』
に
存
し
な
い
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
摘
句
が
我
が
国
に
現
存
す
る
『
白
氏
文
集
」
の
古
写
本
（
後

の
作
品
番
号
の
後
に
該
当
す
る
古
写
本
を
略
記
し
だ
o

略
号

述
す
る
唐
紗
本
系
本
文
を
有
す
る
）
中
に
存
す
る
場
合
に
は
、
『
白
氏
文
集
』

は
次
の
と
お
り
。
長
l
i
s酒
井
氏
蔵
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
二
、
金
ー
ー
金
津
文
庫
本
、
管
ー
ー
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』
、
神
l
i神

田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
『
白
氏
文
集
』
（
巻
三
、
四
）
。

ーよー・
ノ＼

N
a
ム
∞
・
管
）
、
春
夜
ミ
（
十
三
・

c
a
出
・
長
管
）
、
三
月
尽

u
c
（
五
十
一

隠
さ
・
管
）
、
臼
（
五
十
八
・

ω
∞N
甲
・
侍
呂
）
、
円
N
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巻
上

l
l立
春

hE
（
五
十
八
・

M
∞
手
・
管
）
、
早
春

5
（
十
七
・

5
8
・
金
）
、
春
興
お
（
十

c
a
H
a

・
長
管
）
、

N
C

（
五
十

（
十
三
・

caω
］
｛
 

長
管
）
、
笹
ぬ
ま
（
六
十
七

3
U
N
）
、
ミ
（
十
八
・

H
H
3

・
管
）
、
震
司
（
六
十
四

2
3）
、
梅
∞
吋
（
十
八
・

H
H
3

・
管
）
、
柳

H
C
M

（
五
十
八
・

巴
3
・管）、

5
凶
（
六
十
六

3

E

）、

5
h
F

（
十
七
・

回
目
。
∞
・
金
管
）
、

5
u
（
十
七
・

H
H
C
∞）、

花
H
H
h
宇
（
六
十
四

己
ロ
）
、
＝
u

（
六
十
六

己
主
・
管
）
、
落
花
回
以
（
五
十
七
・

N

斗宮司）、

H
M
吋
（
六
十
六

凶N
3

・
管
）
、
藤
ロ
い

十
ノ＼

。
唱
唱
。
・
長
）
、
隣
燭
ロ
吋
（
十
六

。
主
回
）
、
更
衣

E
h
H

（
六
十
七

む
き
）
、
首
夏

E
吋
（
十
七
・

5
3
・
金
）
、
夏
夜

5
0

＼

4

4

－
 

／
一
一
」
l

口
、
工
・
体
呂
）
、

－h
d

＼

4

『

u

」

戸

し

』

／

J
1
4ノ

ロ∞
0

・
管
）
、
納
涼
出
ゆ
（
六
十
六

U
N
訟
）
、
広
O

（
五
十
二
・

M
M
ゆ
∞
・
金
）
、
広
日
（
十
五
・

。∞
U
N
）
、
晩
夏
広
∞
（
六
十
八

工
お
・
金
）
、
橘
花
コ
同
（
二
十
・

5

E

）
、
蓮
コ
凶
（
十
三
・

。
。
凶
晶
）
、
コ
。
（
十
六

。
司
令
凶
）
、
蝉

S
N
（四・

C
H
h
F
U

・
管
神
）
、
扇
－
3

（
六
十
五

足
ニ
・
金
）
、
立
秋
N
C
h
F

（
十
九
・

ロ
hpN

・
管
）
、
早
秋
N
O
∞
（
五
十
七
・

N
J可
hFhF
）、
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511
(111
・
0
1
3
7
・定）＂
5
1
2
 
（
十
代
・
0948
・出）＂
513 
（同十..＼－］・

2787),.

護！日告
5
2
1
（×・
3766),.
5
2
2
 
（
十
回
・
0
7
3
7
・＜
$1
），.謡｛凹

531
(
 
4＜
十
回
・
3
0
9
8）
，
.
事
録
541
（十..＼－］・

1
0
1
9
・＜
$1
），.ヨ｛時

5
5
4
 
（
十
代
・
0
9
7
8
.
 l1l関皿）＂
5
5
5
 
（
十
伊
・
1
0
7
9
・＜
$1ij凹）
，
.
田
保
5
6
5
（
同
十
111
・
2
3
3
1
）
’
盤
｛
時
5
7
2
（
十
同
・
0
8
1
2）’
5
7
3

(
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7
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~
~
）
＂
5
7
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（
同
十
回
・
2
4
9
8
・＜
$1),.
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N

∞
窒
・
管
）
、
閑
居
合
い
（
六
十

活
お
・
管
）
、

E
a
（
五
十
七
・

自
主
・
管
）
、
全
斗
（
六
十
六

む
ム
∞
・
管
）
、
合
∞
（
十
六

(223) 

。
宮
司
・
長
管
）
、
眺
望
お
ム
（
二
十
・

ロ
斗
∞
）
、
銭
別
S

H

（
五
十
七

N
、3
H）
、
帝
王

au
（四・

C
H
h
p
a

・
管
神
）
、

a

a

（
六
十
四

ピ
ロ
）
、
親
王
a
a
a

（四・

C
H
U
M

－
神
）
、
丞
相

sa
（
五
十
六

N
a
N
凶
）
、
刺
史
小
∞
唱
（
六
十
四

2
3）
、
王
昭
君

SJ1
（
十
四
・

sou
－
金
管
）
、
妓
女
吋
ミ
（
四
・

OHE
・
神
）
、
選
∞
（
×
・

3
S）
、
老
人
は
N

（
十
五
・

。
∞
∞
∞
・
管
）
、
、
ロ
ω
（
五
十
八
・

N
唱
】
］
｛

管
）
、
は
ム
（
十
八
・

H
H
H
N
）
、
交
友

3
u
（
五
十
五
・

M
U
S

－管）、

a
h
p

（
五
十
三
・

出
コ
・
管
）
、
懐
旧
手
。
（
五
十

N
N
H
a
 

管
）
、
、
X
H
（
六
十
四

8
3
・
管
）
、
三
N

（
十
七
・

ニ
ヨ
・
金
管
）
、
豆
凶
（
五
十
七
・

N
斗N
a
）
、
述
懐

J3ω

（
五
十
七
・

N
、司H
U

・何回国）、

司
凶
（
十
七
・

5
食
・
金
管
）
、
慶
賀
示
凶
（
十
六

。
沼
会
・
長
）
、
恋
ゴ
斗
（
三
・

C
H
旨
・
管
神
）
、
コ
？
話
回
（
十
二
・

0
3
a
・金

管
）
、
無
常
吋
ヨ
（
五
十
六

N
晶、司、司・侍呂）。

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
め
ら
れ
る
白
居
易
の
摘
句
は
合
計
百
三
十
六
首
（
右
に
掲
げ
た
百
三
十
七
首
中
、

一
首
（
ヨ
∞
）

は
別
人
の
作
）

ハU，hJ
 

で

あ
る
。
匡
房
は
こ
れ
ら
の
摘
句
の
全
文
を
探
し
出
す
に
当
た
っ
て
、
恐
ら
く
『
千
載
佳
匂
』
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
大
江
維
時
撰
『
千
載

佳
句
』
は
主
と
し
て
唐
代
の
詩
人
の
摘
句
千
八
十
三
首
を
収
め
た
秀
句
選
で
、
藤
原
公
任
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
重

要
な
依
拠
資
料
と
し
た
書
で
あ
る
。
白
居
易
の
摘
匂
百
三
十
六
首
中
、
七
割
に
当
た
る
九
十
六
首
が
『
千
載
佳
匂
』
に
見
え
、
し
か
も
「
千

載
佳
匂
』
に
は
全
て
の
摘
句
に
詩
題
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
朗
詠
題
と
『
千
載
佳
匂
』

の
部
門
と
は
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
し
た

が
っ
て
、
匡
房
が
取
っ
た
方
法
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
摘
句
を
『
千
載
佳
匂
』
中
に
見
出
し
、
そ
の
詩
題
注
記
を
手
懸
か
り
と
し
て
『
白

氏
文
集
」
中
の
所
在
を
突
き
止
め
、
全
文
を
書
き
抜
く
、
と
い
う
手
順
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
写
本
に
見
ら
れ
る
集
付
け
の
「
千
」
と
そ

の
部
門
名
と
は
、
首
尾
よ
く
摘
句
を
『
千
載
佳
匂
』
中
に
見
出
し
た
際
に
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
詩
題
注
記
も
『
千
載



佳
句
』
か
ら
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
『
千
載
佳
句
』
と
重
複
す
る
詩
句
九
十
六
首
に
つ
い
て
、
両
者
の

詩
題
注
記
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
作
品
番
号
、
詩
題
注
記
、
「
千
載
佳
句
』
（
括
弧
に
括
っ
て
千
と
略
記
す
る
）
の
部

門
・
作
品
番
号
、
詩
題
注
記
の
順
に
掲
げ
（
れ
が
0

『
千
載
佳
句
』
の
詩
題
注
記
を
「

O
」
と
す
る
の
は
『
和
漢
朗
詠
集
」
の
詩
題
注
記
と
の
異

同
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

h
F
E
U
、
府
西
池
。
（
千
）
立
春
同
心
、

O
。

5
、
春
生
。
（
千
）
早
春
∞
、

O
。

ぉ
、
酬
寄
〔
「
寄
」
は
「
寄
」
の
誤
写
〕
箭
大
見
贈
。
（
千
）
春
宴

su、
酬
寄
箭
大
見
贈
。

-51 

N
C
、
送
令
孤
尚
書
赴
東
都
留
守
。
（
千
）
春
興
お
、

O
。

日
、
春
中
興
慮
四
周
諒
華
陽
観
同
居
。
（
千
）
春
夜
忠
、
春
中
輿
慮
四
周
諒
（
華
陽
観
同
居
）
〔
括
弧
内
は
後
代
の
加
筆
〕
。

虫
、
酬
皇
甫
賓
客
。
（
千
）
送
春
H
H
N
、
O
。

足
、
三
月
三
十
日
題
慈
恩
寺
。
（
千
）

H

G
、
三
月
三
十
日
。

ま
、
和
思
賠
題
南
荘
見
示
兼
呈
夢
得
。
（
千
）
春
興
己
、
和
思
賠
題
雨
荘
見
示
。

ミ
、
春
江
。
（
千
）
春
遊
∞
虫
、

O
。

司
、
〔
詩
題
注
記
無
し
〕
。
（
千
）
春
興
包
、
早
春
。

句
、
春
至
。
（
千
）
梅
柳

ga、
O
。

5
N、
天
宮
閤
早
春
。
（
千
）
春
興
h

F

q

O
。

(222) 



－
宏
、
題
峡
中
石
上
。
（
千
）
春
興
昆
、

O
。

(221) 

＝hF
、
早
春
招
張
賓
客
。
（
千
）
春
興
金
、
早
春
。

H
G、
尋
花
題
諸
家
林
園
。
（
千
）
雑
花
色
宏
、
尋
春
題
諸
家
園
林
。

同
町
、
奥
李
賓
郊
外
同
遊
贈
之
。
（
千
）
春
遊
虫
色
、
春
来
輿
李
廿
郊
外
同
遊
。

ロ
凶
、
酬
三
月
三
十
日
慈
恩
寺
相
憶
見
寄
。
（
千
）
送
春

H
5、
三
月
三
十
日
。

ロ
斗
、
〔
詩
題
注
記
無
し
〕
。
（
千
）
早
秋
早
宮
、
題
元
十
八
渓
居
。

Ehp、
早
夏
暁
興
贈
夢
得
。
（
千
）
首
夏
－

8
、
早
夏
暁
興
。

写
斗
、
蓄
額
正
開
春
闘
〔
「
開
」
は
「
酒
」
の
誤
写
〕
初
熟
。
（
千
）
首
夏
目
右
、
蓄
積
正
開
春
酒
初
熟
。
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5
0、
江
楼
タ
望
招
客
。
（
千
）
夏
夜
ロ
q

O
。

回
出
、
早
夏
関
斎
独
居
。
（
千
）
風
月
以
宮
、
早
夏
朝
帰
閑
斎
独
処
。

－u
q
池
上
逐
涼
。
（
千
）
納
涼
己
申
、

O
。

広
0
1

池
上
夜
憶
。
（
千
）
晩
夏

E
H、
池
上
夜
境
。

回
全
、
苦
熱
題
恒
寂
師
房
（
禅
室
）
〔
「
禅
室
」
は
コ
房
」
の
異
本
注
記
〕
。
（
千
）
避
暑
回
出
、
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
室
。

Ha∞
、
夏
日
遊
永
安
水
亭
。
（
千
）
夏
興
巳
晶
、
和
楊
尚
書
夏
日
遊
永
安
水
亭
。

コ
目
、
西
湖
晩
帰
望
孤
山
寺
贈
諸
客
。
（
千
）
秋
興
コ
喝
、
西
湖
晩
帰
迫
望
孤
山
寺
。

H
a、
県
西
郊
秋
寄
贈
馬
造
。
（
千
）
秋
興

H
S、
県
西
郊
秋
。

コ
色
、
階
下
蓮
。
（
千
）
蓮

a
也、

O
。



N
宏
、
立
秋
日
登
楽
遊
園
。
（
千
）
立
秋

E
h
立
秋
日
。

N
C
∞
、
答
蘇
六
。
（
千
）
早
秋
広
∞
、

O
。

N
S、
秘
省
後
庁
。
（
千
）
早
秋

5
0、
O
。

N
H
N
、
七
夕
。
（
千
）
七
夕

ω当、

O
。

M
M
H
、
題
仙
遊
寺
。
（
千
）
詩
酒
忍
司
、

O
。

N
N
N
、
於
黄
鶴
宴
罷
望
。
（
千
）
秋
興
宗
仏
、
黄
鶴
楼
宴
。

M
M
凶
、
暮
立
。
（
千
）
秋
興
コ
斗
、

O
。

出
。
、
題
李
十
一
束
亭
。
（
千
）
早
秋

E
a、
O
。

出
品
、
長
恨
歌
。
（
千
）
秋
夜

z
q
O。
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Nお
、
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
寄
元
九
。
（
千
）
十
五
夜

N
2、
八
月
十
五
夜
禁
中
対
月
寄
元
九
。

M
お
、
八
月
十
五
夜
間
諸
客
翫
月
。
（
千
）
十
五
夜
M
U
N
、
八
月
十
五
夜
。

N
豆
、
送
粛
処
士
遊
郡
阿
南
。
（
千
）
送
別
浬
N
、
O
。

Naa、
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈
。
（
千
）
菊
色
沼
、
九
月
一

（
八
イ
）

日
〔
「
八
イ
」
は
「
こ
の
異
本
注
記
〕
。

N
∞
晶
、
抄
秋
独
夜
。
（
千
）
蘭
菊

aq
抄
秋
。

凶C
H
、
秋
雨
中
贈
元
九
。
（
千
）
暮
秋

N
2、
O
。

い
C
M
、
泥
大
湖
書
事
寄
微
之
。
（
千
）
初
冬

N
G、
泥
大
湖
。

凶O
∞
、
早
入
皇
城
贈
王
留
守
僕
射
。
（
千
）
秋
興
広
N
、
早
入
皇
城
。

(220) 



uc喝
、
晩
秋
閑
居
。
（
千
）
暮
秋

H
3、
O
。

(219) 

凶N∞
、
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
。
（
千
）
暮
秋
M

S
、
O
。

お
∞
、
暮
江
吟
。
（
千
）
暮
秋
回
当
、

O
。

凶
士
、
庚
楼
暁
望
。
（
千
）
春
暁
司
、

O
。

一wua、
（
和
季
中
丞
イ
有
）
山
居
雪
夜
作
。
（
千
）
雪
夜
凶
C
N
山
居
雪
夜
。

U
3、
江
楼
宴
別
。
（
千
）
冬
夜

N
N
h
O
。

u
a
N、
感
〔
「
感
」
は
「
戯
」

の
誤
写
〕
招
諸
客
。
（
千
）
冬
夜
M
M
∞
、
戯
招
諸
客
。

凶
ミ
、
歳
晩
旅
望
。
（
千
）
冬
興
N

コ、

O
。
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凶
司
、
雪
中
即
事
寄
微
之
。
（
千
）
雪

S
C、
雪
中
即
事
。

3
a、
訓
令
公
雪
中
見
贈
。
（
千
）
雪

N
3、
O
。

以
君
、
早
春
憶
遊
思
斡
〔
「
斡
」
は
「
賠
」

の
誤
写
〕
南
荘
因
寄
長
句
。
（
千
）
早
春
豆
、
早
春
。

hFS、
禁
中
夜
雪
作
。
（
千
）
暁
凶
ミ
、
禁
中
夜
雪
作
書
輿
元
九
。

お
ど
、
新
昌
閑
居
。
（
千
）
幽
居

5
E、
O
。

お
O
、
和
令
孤
相
公
栽
竹
。
（
千
）
竹
色
沼
、
竹
。

hGU、
春
憶
微
之
。
（
千
）
春
興
企
、
早
春
詞
。

hEU、
題
元
十
八
渓
居
。
（
千
）
山
居

3
u、
O
。

ム
ム
弘
、
在
家
出
家
。
（
千
）
幽
居

5
H
a、
O
。



hau、
送
蒲
処
士
遊
酔
阿
南
。
（
千
）
行
旅
玄
弘
、
送
薫
処
士
遊
斡
中
。

h
s
a、
舟
夜
贈
内
。
（
千
）
水
行
ま
o
、
舟
夜
贈
内
詩
。

h
F

∞
ω
、
送
粛
処
士
。
（
千
）
詩
酒
∞
c
q
送
粛
処
士
遊
斡
南
。

ム
堂
、
琴
酒
。
（
千
）
酔
∞
以
、

O
。

h
宇
宙

ω、
遊
雲
居
寺
。
（
千
）
山
居

3
0、
O
。

u
C
H
、
登
西
楼
。
（
千
）
眺
望
∞
豆
、
登
西
楼
憶
行
簡
。

出
回
、
日
比
明
春
水
満
。
（
千
）
春
興
訳
、

O
。

U
H
N
、
送
客
入
〔
「
入
」
に
「
之
」
と
傍
記
〕
湖
南
。
（
千
）
水
行
浅
沼
、
送
客
之
湖
南
。

ζ
J
 
戸、J

U
5、
送
劉
郎
中
。
（
千
）
水
行
ま
N
、
送
劉
郎
中
赴
任
蘇
州
。

U
N
H
、
題
東
北
旧
院
小
亭
。
（
千
）
早
秋
H
U
H

－
禁
中
豆
沼
、
聞
装
李
二
舎
人
拝
論
閤
。

U
M
M
、
八
月
十
五
夜
懐
禁
中
清
業
〔
「
業
」
は
「
景
」

の
誤
写
〕
。
（
千
）
月
以
宮
、
八
月
十
五
夜
間
崖
員
外
対
酒
翫
月
懐
禁
中
清
景
。

出
回
、
題
子
家
公
主
旧
宅
。
（
千
）
旧
宅

3
0、
O
。

ヨ
ム
、
香
櫨
峯
下
ト
山
居
。
（
千
）
山
居
申
丘
、
香
鐘
峯
下
新
卜
山
居
。

u
a
u、
春
題
湖
上
。
（
千
）
春
興
台
、

O
。

3
N、
輿
元
八
卜
隣
。
（
千
）
隣
家
涼
∞
、
。

aHa、
不
出
時
〔
「
時
」
に
「
門
」
と
傍
記
〕
。
（
千
）
閑
居
合
仏
、
不
出
門
。

(218) 

全
斗
、
老
来
生
計
。
（
千
）
幽
居

5
5、
O
。



a
N
ム
、
江
楼
晩
眺
。
（
千
）
眺
望

S
N
O
〔
「
眺
」
に
「
望
イ
」
と
傍
記
〕
。

S
H、
臨
都
駅
送
崖
十
八
。
（
千
）
銭
別
氾
∞
、
送
崖
十
八
。

。
訳
、
池
上
閑
吟
。
（
千
）
閑
適
h
E
U
、
O
。

sa、
宿
装
司
空
池
亭
。
（
千
）
丞
相

ω
己
、
宿
斐
司
空
相
公
池
亭
詩
。

色∞也、

〔
詩
題
注
記
無
し
〕
。
（
千
）
刺
史
凶
ミ
、
早
春
憶
劉
蘇
州
（
詩
イ
）
。

吋

O
∞
、
別
後
寄
美
人
。
（
千
）
美
女
ム
士
、
春
調
。

は
い
、
睡
覚
。
（
千
）
老
病
凶
台
、

O
。

吋
M
h
F

、
贈
康
史
。
（
千
）
老
人

u台、

O
。

斗
出
、
寄
股
協
律
。
（
千
）
憶
友
ム
民
、

O
。

J
v
u
h
F

、
〔
詩
題
注
記
無
し
〕
。
（
千
）
文
友
h
F
H

∞
、
張
十
人
員
外
以
新
詩
見
寄
。

斗ム
N
I

贈
微
之
十
七
韻
。
（
千
）
感
歎

u
コ
、
遇
徽
〔
「
徽
」
は
「
微
」

の
誤
写
〕
之
。

斗
お
、
問
江
南
物
。
（
千
）
懐
旧

u
u
q
O。

斗
出
、
詠
懐
。
（
千
）
感
歎
足
。
、

O
。

吋
u

u

、
酔
吟
。
（
千
）
酔
∞
N
h
O。

ぷ
凶
、
夜
宿
江
浦
。
（
千
）
朋
友

hE、
夜
宿
江
浦
間
元
八
改
官
因
寄
此
什
。

九
十
六
首
中
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
詩
題
注
記
と
『
千
載
佳
句
』

の
詩
題
注
記
と
が
一
致
し
な
い
の
は
四
十
五
首
、
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一
致
す
る
の
は
五
十



一
首
で
あ
る
。
尚
、
お
・
］
｛

hF吋

u
a
N
 

U
H
N

・

E
a
の
五
首
に
お
い
て
両
者
が
一
致
し
な
い
の
は
単
な
る
誤
写
に
因
つ
て
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
一
致
す
る
方
に
含
め
た
。

こ
の
数
値
だ
け
か
ら
判
断
し
て
も
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
詩
題
注
記
が
『
千
載
佳
句
」

の
そ
れ
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
『
千
載
佳
句
』

の
詩
題
注
記
は
出
典
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』

の
詩
題
を
そ
の
ま
ま
記
す
の
で
は
な
く
、
概
し
て
簡
略
化
し
て
記
す
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
右
の
中
の
ミ
（
∞
N
）

山口（ニ凶）

H
H
h
H
（

h枯
渇
）

ロ以（
H
H
U）

E
h
F
（

H
N
C）
 

コ
同
（
コ
甲
）

コ
凶
（
HaJ可）

M
O
h
F
（

E
h
F）
 

－

M
h
F
N
（

N
U
H）
 

N
h
C
（

N
U
N）
 

N
a
a
（

auJ可）

い山∞払（訟唱）

ω
C
M
（

N
H
U）
 

ω
C
∞（
H
a
N） 

ωJ可山
明

（

N
3） 

凶∞斗（

E）

S
H
（
氾
∞
）
（
括
弧
内
は
『
千
載
住
句
』

の
作
品
番
号
）

の
詩
題
注
記
に
つ
い
て
、
『
千
載
住
匂
」
で
は
『
白
氏

文
集
』

の
詩
題
の
一
部
分
を
載
せ
る
に
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
暦
応
二
年
写
本
で
は
『
白
氏
文
集
」

の
詩
題
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
詩
題
注
記
は
『
千
載
住
句
』
の
そ
れ
に
拠
っ
た
の
で
は
な
く
、
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『
白
氏
文
集
』
に
拠
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
両
者
の
詩
題
注
記
が
一
致
す
る
五
十
一
首
に
つ
い
て
見
て
も
、
『
白
氏
文
集
』
の

詩
題
も
亦
こ
れ
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
詩
題
注
記
は
『
白
氏
文
集
』
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
節
の
考
察
に
よ
っ
て
、
匡
房
が
白
居
易
の
摘
匂
の
全
文
を
突
き
止
め
る
に
当
た
っ
て
、
『
千
載
佳
勾
』
に
入
集
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
『
千
載
佳
句
』

の
詩
題
注
記
を
手
懸
か
り
と
し
て
『
白
氏
文
集
』
に
朔
り
、
「
白
氏
文
集
』

の
詩
題
を
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
書
き
入
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
匡
房
の
用
い
た
「
白
氏
文
集
』
は
ど
の
よ
う
な
本
文
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

を
何
故
問
題
と
す
る
か
と
い
え
ば
、
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
『
白
氏
文
集
』

の
本
文
に
や
や
複
雑
な
様
相
の
存
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か

(216) 



『
白
氏
文
集
』
が
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
の
は
平
安
前
期
、
仁
明
天
皇
の
承
和
年
間
（
八
三
四
｜
八
四
八
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
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ら
で
あ
る
。

後
、
我
が
国
に
流
布
す
る
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
は
こ
の
時
伝
え
ら
れ
た
唐
紗
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
で
は
北
宋
初
め
（
十

世
紀
末
）
に
『
白
氏
文
集
」
は
大
胆
な
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
、
こ
の
後
宋
刊
本
系
本
文
は
漸
次
唐
紗
本
系
本
文
を
駆
逐
し
て
行
く
。

我
が
国
で
も
平
安
中
期
一
条
朝
に
は
、
『
白
氏
文
集
』
の
宋
刊
本
が
将
来
さ
れ
、
時
の
権
力
者
藤
原
道
長
は
こ
れ
を
手
に
入
れ
て
い
た
（
『
御

堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一

O
一
O
）
十
一
月
二
十
八
日
条
、
長
和
二
年
（
一

O
二
二
）
九
月
十
四
日
条
）
。
『
白
氏
文
集
』
の
宋
刊
本
は
伝

来
の
当
初
は
、
唐
紗
本
に
固
執
す
る
儒
家
が
こ
れ
を
容
易
に
受
け
入
れ
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
そ
の
稀
少
性
も
あ
っ
て
か
詩
人
の
机
上
に
置
か

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
平
安
末
期
以
降
、
次
第
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
金
津
文

な
っ
て
書
写
校
合
し
た
も
の
で
、
多
く
の
巻
に
「
摺
本
」
（
宋
刊
本
）
と
の
本
文
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
時

戸、J

庫
本
に
見
ら
れ
る
校
合
注
で
あ
る
。
金
津
文
庫
本
「
白
氏
文
集
』
は
鎌
倉
前
期
、
寛
喜
か
ら
建
長
に
か
け
て
の
時
期
に
豊
原
奉
重
が
中
心
と

す
で
に
唐
紗
本
系
本
文
と
新
渡
の
宋
刊
本
系
本
文
と
の
聞
に
著
し
い
本
文
異
同
の
存
す
る
こ
と
が
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
れ
で
は
湖
っ
て
、
大
江
匡
房
は
『
白
氏
文
集
」
の
宋
刊
本
を
手
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
白
氏
文
集
』
に
二
つ
の
対
立

す
る
本
文
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

因
み
に
「
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
の
第
百
五
植
に
『
白
氏
文
集
』
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
七
軟
か
ら
成
り
（
第
二
朕
欠
。
第
一
峡

は
二
帖
欠
か
）
、
一
般
十
帖
で
、
第
七
峡
の
み
十
一
帖
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
匡
房
に
六
十
年
ほ
ど
後
れ
る
藤
原
通
憲
（
二

O
六
i

一

一
五
九
）
は
七
十
一
巻
か
ら
成
る
胡
蝶
装
の
宋
刊
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
唐
紗
本
系
古
写
本
は
七
十
巻
で
装
訂
は
巻
子
装
）
。

そ
れ
で
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
暦
応
二
年
書
写
本
の
詩
題
注
記
を
『
白
氏
文
集
」
の
二
つ
の
系
統
の
本
文
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で



は
唐
紗
本
系
本
文
と
し
て
金
津
文
庫
本
、
酒
井
氏
蔵
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
二
、
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』
を
用
い
、
宋
刊
本
系
本
文
と

し
て
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
那
波
活
所
刊
古
活
字
版
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
詩
題
か
ら
本
文
系
統
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
次
の
四
例
で

あ
る
。
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
題
注
記
、
『
白
氏
文
集
』
唐
紗
本
系
本
文
の
詩
題
、
『
白
氏
文
集
』
宋
刊
本
系
本
文
の
詩
題
の
順
に
掲
げ
た
。

「
O
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。

N
C

送
令
孤
尚
書
赴
東
都
留
守
。
（
管
見
抄
）

O
。
（
那
波
本
）
送
東
都
留
守
令
孤
尚
書
赴
任
。

広
C

池
上
夜
憶
。
（
金
津
文
庫
本
）

O
。
（
那
波
本
）
池
上
夜
境
。

ば
M

八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
寄
元
九
。
（
酒
井
氏
蔵
本
・
金
津
文
庫
本
）

O
。
（
那
波
本
）
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
憶
元
九
。

Q
ノ戸、J

手
目
微
之
敦
詩
晦
叔
相
次
亮
逝
帰
然
自
傷
也
二
絶
内
。
（
管
見
抄
）
微
之
敦
詩
語
晦
叔
相
次
亮
逝
嵩
然
自
傷
因
成
二
絶
。
（
那
波
本
）
微
之
敦

詩
晦
叔
相
次
長
逝
巌
然
自
傷
因
成
二
絶
、
又
一
首
。

何
れ
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
題
注
記
が
唐
紗
本
系
本
文
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
芯
ム
は
「
古
宛
逝
」
と
「
長
逝
」
と
の
本

文
異
同
に
よ
っ
て
判
断
し
た
）
。
す
な
わ
ち
匡
房
が
詩
題
注
記
に
用
い
た
『
白
氏
文
集
』
は
父
祖
伝
来
の
唐
紗
本
系
本
文
を
持
っ
た
古
写
本

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
匡
房
が
宋
刊
本
を
見
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
白
居
易
の
摘
句
百
三

十
六
首
中
、
五
十
三
首
の
詩
題
注
記
に
は
、
そ
の
下
に
「
二
四
」
、
「
七
ム
ど
の
よ
う
に
二
桁
の
数
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ

の
摘
匂
の
『
白
氏
文
集
』
中
の
所
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
二
四
」
が
第
二
峡
の
第
四
帖
（
巻
十
四
）
、
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「
七
六
」
が
第
七
峡
の
第
六
帖
（
巻
六
十
六
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
数
字
の
書
入
れ
に
用
い
ら
れ
た
『
白
氏
文
集
』
は
巻
子
装
の
写



本
で
な
く
、
胡
蝶
装
の
宋
刊
本
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
匡
房
が
唐
紗
本
系
の
古
写
本
ば
か
り
で
な
く
、
宋
刊
本
を
見
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

(213) 

て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
「
朗
詠
江
註
」
に
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
系
統
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
掲
げ
る
の
は
巻
下
、
酒
に

収
め
る
白
居
易
の
摘
句
（
お
凶
）

で
あ
る
。

茶
能
散
悶
為
功
浅
、
菅
一
道
口
忘
憂
得
力
微
。
鏡
換
杯
／
白

（
茶
は
能
く
悶
り
を
散
ず
れ
ど
も
功
を
為
す
こ
と
浅
し
、
萱
は
憂
へ
を
忘
る
と
善
へ
ど
も
力
を
得
る
こ
と
微
な
り
。
鏡
を
杯
に
換
ふ
。

白。）
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こ
れ
に
は
作
者
名
の
下
に
、

検
文
集
、
微
字
多
為
遅
。

（
『
文
集
』
を
検
す
る
に
、
「
微
」
字
は
多
く
「
遅
」
為
り
。
）

と
書
入
れ
が
あ
る
。
こ
の
「
江
註
」
は
「
『
白
氏
文
集
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
微
」
を
「
遅
」
に
作
る
本
文
が
多
い
」
の
意
で
あ
り
、
「
微
」

と
「
遅
」
と
の
本
文
対
立
を
問
題
に
し
て
い
る
。
那
波
本
は
「
遅
」
に
作
り
、
こ
れ
が
宋
刊
本
系
本
文
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
巻
に
は
古
写

本
が
現
存
し
な
い
の
で
、
「
微
」
が
果
た
し
て
唐
紗
本
系
本
文
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
（
凶
o

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
江
註
」
は
匡
房
が
た



し
か
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
の
本
文
異
同
に
気
づ
き
、
こ
れ
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
白
氏
文

集
』
の
本
文
系
統
を
視
野
に
入
れ
て
こ
れ
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

「
江
註
」
に
は
右
の
例
以
外
に
白
詩
の
本
文
異
同
に
触
れ
た
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
江
註
」
に
十
五
年
ほ
ど
後
れ
る
『
江
談
抄
』
に

は
そ
れ
に
関
す
る
匡
房
の
発
言
が
見
出
さ
れ

μ。
『
江
談
抄
』
は
匡
房
晩
年
り
一
一
一
口
談
を
藤
原
実
兼
（
一

O
八
五
l

一
一
一
一
一
）
が
筆
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
匡
房
は
自
作
の
「
法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文
」
（
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
二
）
中
の
「
斜
谷
之
鈴
」
の
語
を
説
明

し
た
後
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
恋
（
ゴ
甲
）
に
収
め
る
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
摘
句
「
夜
雨
間
猿
断
腸
声
。
（
夜
の
雨
に
猿
を
聞
け
ば
腸

を
断
つ
声
）
」
に
触
れ
て
、

（
猿
の
字
は
鈴
の
字
に
改
む
可
し
。
件
ん
の
事
は
昔
披
見
せ
し
所
な
り
、
と
云
々
。
）
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猿
字
可
改
鈴
字
。
件
事
昔
所
披
見
也
云
々
。

と
語
っ
て
い
る
（
醍
醐
寺
蔵
本
、
類
取
水
本
巻
六
h

宇
宙
）
。
こ
の
詩
句
に
於
い
て
「
猿
（
或
い
は
猿
）
」
に
作
る
の
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
、
『
白
氏

文
集
』
の
唐
紗
本
系
本
文
（
金
津
文
庫
本
、
『
管
見
抄
』
）

で
あ
り
、

一
方
「
鈴
」
に
作
る
の
は
那
波
本
を
始
め
と
す
る
『
白
氏
文
集
』
の
宋

刊
本
系
本
文
で
あ
る
。
匡
房
の
言
う
「
昔
」
と
は
白
河
天
皇
の
下
命
を
受
け
て
摘
句
の
全
文
を
探
索
し
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
、
宋

刊
本
を
「
披
見
」
し
て
こ
の
本
文
異
同
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
写
本
と
宋
刊
本
と
の
本
文
対
立
に
つ
い
て
知
識
の
な
い
実
兼
は
「
然

者
文
集
僻
事
欺
、
又
伝
写
之
誤
欺
。
（
然
ら
ば
文
集
は
僻
事
か
、
又
た
は
伝
写
の
誤
り
か
）
」
と
匡
房
に
問
、
っ
た
が
、
匡
房
は
そ
れ
以
上
詳
し

(212) 

く
は
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
。



そ
の
認
識
が
摘
句
の
全
文
を
探
索
す
る
過
程
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
匡
房
が

以
上
の
考
察
か
ら
、
匡
房
が
『
白
氏
文
集
』
の
古
写
本
（
唐
紗
本
系
本
文
）
と
宋
刊
本
と
の
本
文
対
立
に
気
づ
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

唐
紗
本
と
宋
刊
本
と
の
本
文
対
立
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
『
江
談
抄
』
の
記
述
か
ら
、

(211) 

漠
然
と
宋
刊
本
の
本
文
の
方
が
優
位
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
文
校
勘
資
料
と
し
て
『
白
氏
文

集
』
の
宋
刊
本
を
用
い
る
こ
と
が
大
江
匡
房
に
始
ま
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

注1 

個
人
蔵
（
三
河
・
鳳
来
寺
等
覚
院
旧
蔵
）
。
巻
子
装
二
軸
。
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
藤
原
師
英
写
。
表
紙
、
藍
色
絹
地
牡
丹
唐
草
雲
文
様
、

巻
上
下
と
も
に
二
十
九
・
一
糎
×
二
十
五
・
四
糎
。
内
題
、
「
和
漢
朗
詠
集
上
（
下
）
」
。
料
紙
、
斐
格
交
漉
き
。
無
界
。
一
紙
の
大
き
さ
、
二

十
九
・
二
×
五
十
五
・
六
糎
。
字
面
高
さ
、
二
十
四
・
二
糎
。
墨
付
け
、
巻
上
、
三
十
一
紙
（
第
一
紙
は
祝
部
希
烈
揮
棄
の
書
）
。
巻
下
、
三

十
五
紙
（
第
三
十
四
紙
は
菅
原
以
長
の
識
語
、
第
三
十
五
紙
は
祝
部
希
烈
の
識
語
）
。
奥
書
、
巻
上
末
尾
（
第
三
十
一
紙
）
「
暦
応
二
年
太
族

十
三
日
書
写
之
了
。
累
代
秘
本
／
難
在
之
、
空
置
辺
部
、
静
巻
不
容
易
。
為
授
少
生
等
、
／
乗
閑
暇
重
写
之
市
己
。
／
式
部
権
少
輔
藤
原
師

英
。
／
同
十
四
日
墨
点
裏
書
等
終
功
了
。
（
師
英
花
押
）
／
同
日
朱
点
了
。
（
師
英
花
押
）
（
こ
の
行
、
朱
筆
）
」
。
巻
下
末
尾
（
第
三
十
二
紙
、

第
三
十
三
紙
）
「
本
奥
書
云
、
／
建
長
四
年
四
月
十
一
日
、
上
下
御
読
畢
。
去
年
十
二
月
九
日
御
書
始
。
自
／
同
十
一
日
御
書
始
有
御
読
。
三

品
光
兼
卿
、
蔵
人
佐
資
定
等
、
追
難
召
／
加
御
侍
読
、
一
身
連
日
候
御
読
、
両
巻
早
速
畢
。
令
亜
黄
軒
之
幼
聡
、
／
不
堪
丹
府
之
感
悦
者

也
。
／
翰
林
主
人
菅
〈
在
判
／
長
成
也
〉
／
故
江
太
府
卿
、
為
匡
時
朝
臣
被
勘
付
之
文
也
云
々
。
／
毎
詩
歌
所
々
ゅ
、
し
う
よ
き
云
々
。
難

不
知
由
緒
所
注
付
也
。
／
校
点
故
李
部
大
卿
敦
光
朝
臣
家
本
、
黄
色
点
、
是
也
云
々
。
（
以
上
、
本
奥
書
）
／
暦
応
二
年
締
節
八
白
書
写
之
了
。

累
家
之
本
／
数
部
、
難
有
之
、
空
入
置
辺
部
文
庫
、
不
能
用
下
庫
之
／
兼
用
之
問
、
為
撃
童
蒙
、
重
励
愚
筆
而
己
。
／
式
部
権
少
輔
藤
原
師

英
。
／
同
日
付
朱
墨
井
勘
物
等
了
（
師
英
花
押
）
」
。

拙
稿
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
、
幼
学
書
へ
の
道
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
十
六
号
、
二

O
O六
年
二
月
、
和
漢
比
較
文
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2 
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詩
題
・
文
題
注
記
が
「
朗
詠
江
註
」
に
先
行
す
る
こ
と
、
二

O
O六
年
度
説
話
文
学
会
大
会
（
六
月
十
八
日
、
京
都
府
・
悌
教
大
学
）
口
頭

発
表
「
「
朗
詠
江
註
」
と
古
本
系
『
江
談
抄
』
」
で
述
べ
た
。
問
題
の
拙
稿
（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
十
二
号
、
二

O
O七
年
七
月
刊
行
予
定
、

説
話
文
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
作
者
を
白
居
易
と
す
る
も
の
で
『
白
氏
文
集
』
に
見
え
な
い
詩
句
は
三
首
（
N
H
N

・
U
N
－
－
弓
∞
）
。
何
れ
も
『
千
載
佳

句
』
に
収
め
る
。
但
し
U
N
H

の
詩
題
注
記
が
「
題
東
北
旧
院
小
亭
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
千
載
佳
句
』
の
そ
れ
は
「
間
装
李
二
舎
人
拝
論

閤
」
、
活
∞
が
「
別
後
寄
美
人
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
千
載
佳
句
』
は
「
春
詞
」
と
両
者
は
大
き
く
異
な
る
。

『
白
氏
文
集
』
の
作
品
番
号
、
古
写
本
の
存
否
に
つ
い
て
は
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
（
一
九
六

O
年
、
葉
文
堂
）
所
収
の

「
綜
合
作
品
表
」
に
従
っ
た
。

『
千
載
住
句
」
の
作
品
番
号
は
金
子
彦
二
郎
『
増
補
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
句
題
和
歌
・
千
載
住
句
研
究
篇
』
（
一
九
五
五
年
、
培
風

館
）
所
収
の
『
千
載
佳
句
』
校
定
本
に
従
っ
た
。
本
文
は
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
〔
鎌
倉
期
〕
写
本
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢

書
』
文
学
篇
第
二
十
一
巻
、
二

O
O
一
年
、
臨
川
書
店
）
に
拠
り
、
岡
本
の
欠
落
部
分
（
春
興

3
1
凶

O
）
は
金
子
氏
校
定
本
文
に
拠
っ
た
。

太
田
晶
二
郎
「
白
氏
詩
文
の
渡
来
に
つ
い
て
」
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
一
九
九
一
年
、
吉
川
弘
文
館
。
初
出
は
一
九
五
六
年
六

月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
」
。
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
写
。
『
白
氏
文
集
』
の
抜
草
。
十
巻
中
、
巻
三
を
欠
く
。
四
手
の
寄
合
書
き
。
巻
四
・

五
・
八
・
十
の
本
文
（
傍
訓
、
ヲ
コ
ト
点
を
除
く
）
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
永
仁
五
年
写
『
古
文
孝
経
』
、
杏
雨
書
屋
蔵
〔
鎌
倉
後
期
〕
写
『
老

子
道
徳
経
』
（
河
上
公
章
句
、
存
巻
上
残
簡
）
等
と
同
筆
で
、
書
写
者
は
『
古
文
孝
経
』
奥
書
に
拠
れ
ば
「
宋
銭
塘
無
学
老
史
呉
二
一
郎
入
道
」

で
あ
る
。
尚
、
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
大
燈
国
師
の
項
の
「
佐
保
切
」
、
「
道
徳
経
切
」
は
右
の
『
古
文
孝
経
』
、
『
老
子
道
徳
経
』
か
ら
切
り
出

さ
れ
た
断
簡
で
あ
る
。

こ
の
摘
句
は
『
千
載
佳
句
』
（
酒
司
∞
）
の
詩
題
注
記
の
下
に
「
発
句
云
」
と
し
て
引
か
れ
、
「
遅
」
に
作
る
。
『
千
載
佳
句
』
の
拠
っ
た
『
白

氏
文
集
』
は
唐
紗
本
系
本
文
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
本
文
系
統
に
拘
わ
ら
ず
『
白
氏
文
集
』
は
「
遅
」
に
作
り
、
「
微
」
は
朗
詠
に
於
け
る
本

文
改
変
で
あ
る
と
見
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

「
朗
詠
江
註
」
が
寛
治
年
間
（
一

O
八
七

l
一
O
九
四
）
後
半
の
成
立
で
あ
り
、
「
江
談
抄
』
の
筆
録
が
嘉
承
二
年
（
一

永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
か
け
て
の
時
期
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
注
3
の
口
頭
発
表
で
述
べ
た
。

3 4 5 6 7 8 9 nu 
－－ 
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七）
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頃
か
ら
天

(210) 


